
































































































































































プ（ （一八三六年〜一九一一年）という二人の異母兄が た。エマーヌエルはフロイトより二三歳、フィリップは二〇歳年上で、二人は一八五九年にイギリスに移住し、マンチェスターで暮らしていた。フロイトは八三 一二月一〇日付けのマルタ宛の手紙で エマーヌエルから「一二月一六日か、 七日」 （
B
b.2. S. 488 ）に会えないかと誘われ
たと書いている。商用でラ プツィヒに行くので、そこまで来な かという手紙が来たのである。 は、ライプツィヒへ 旅行をさらにハンブルクへと延長し、マルタに会えないかと思い巡らし、 たマルタもそれを望むのだが、 かし、それは経済的理由からあきらめざるをえなかった。エマーヌエルからの知らせではミスター・ロビンソンという同僚と旅行するということだった。しかし、それはフロイトに一杯食わせるためのいたず だった ライプツィヒで相見えると
エマーヌエルに同行していたのは、じつはフィリップだった。まったく予期せぬままにもう一人の兄に出会ったフロイトは、当然のことながらひじょうに驚いたと書いている（
B
b.2. S. 512 ） 。そして、その後、
三人でドレースデンに向かい、フロイトはツヴィンガー宮殿の美術館を見学した。そこでフロイトは絵画芸術に開眼することになった。ちなみに、ドレースデンはザクセン王国の首都であり、ライプツィヒは同国の経済 文化面での中心都市である。
ライプツィヒで書いたマルタへの手紙 （八三年一二月一六日付け） で、
フロイトはザクセンを走る列車内で起きた揉め事につい 語っている。三等車の車中のことである。フロイトは窓を開けておきたかったのだが、窓を閉めろと言う者がい 結局、窓 閉めて、換気口を開けということになったのだが、そのとき誰か別 者が「ありゃユダヤの下司野郎じゃないか」 （
B
b.2. S. 504 ）という声を上げたという。する















僕は振り返って、 その親玉に、 まだ騒ぐのなら思い知らせてやるぞ、と怒鳴りつけてやったのです。 ［中略］その後は静かになりました。（B





正義を黙って見過ごすことはな った。それは『夢解釈』 語られるフロイトの父の姿と明らかな対照をなす。父 、一〇歳か一二歳の息子に散歩しながらこんな話をした。
「まだ若かった頃、わしはお前の生まれ故郷の町で、土曜日に通りを散歩していた。きちんとした身なりで、新しい革の帽子をかぶってな。すると、キリスト教徒の男がやって来て、いきなりわしの帽子をぬかるみのなかに叩 落とした。そし 、ユダヤ人、歩道から降りろと怒鳴りつけよった」 。 「それでお父さんはどうしたの」と尋ねると、父は「車道に降りて、帽子を拾っ のさ」と平然と答えた。少年の私の手を引く、大きくて力強い男として、それは私には英雄的だとは思えなかった
⑿
 。






れる。 『夢解釈』でイルマという仮名が与えられ この患者 、実際にはアンナ・ハンマーシュラーク（一八六一年〜一九三八年）という女性だったことが明らかになっている。 私と私 家族 者たちは、この婦人ととても親しい付き合いがあった
⒁
 」と書かれているとおり、 『婚



























































































































































































































































































けるかのように、本文では扱わず、わざわざこうした注 付していのであ 。そして、 この注でもマルタに「物怖じ」を感じる「きっかけ」が何であったのかは明らかにしていない。
婚約時代のマルタは胃痛に苦しんでいた。八三年八月一日付でこう
書いている。
ここ数日（つまり、三日間ですけど）少し気分のすぐれない日々を過ごしました。それは私の困った胃のせいで 。でも今日はまたいくらか元気になり した。医者の勧めに従って塩酸を少し服用し、食事制限をしっかり守っています。 （
B












b.2. S. 104 ） といったアドバイスをしている。長年にわたっ
てウィーンで暮らしたマルタにとってハンブルクのニシンはもう食べつけないものになっているだろうというのである。八月七日付けでマルタは「食事制限」 （
B
b.2. S. 112 ）を続ければ、胃痛はきっとすぐよく
なると書くのだが、八月一四日付では「胃痛」がふたたび起こり、 「ほんの少量のモルヒネ」 （
B
b.2. S. 134 ）を服用したと書いている。モルヒ




b.2. S. 142 ）と書きつけている。それか






b.2. S. 490 ）と嘆いている。
「イルマの注射の夢」では胃痛ばかりではなく、イルマとされる女性






の「入れ歯」 、 「歯が悪い」という特徴が思い浮かべられている。これも現実のイルマ（アンナ）とは一致しない。これもまたマルタに関連づけることができる。マルタはまた歯のことも訴えているのである。一〇月一日付けで「二本の歯を鉛かセメント（よくわからな のですけど）で埋めてもらう」 （
B
b.2. S. 297 ） 、一二月三日付では「歯の残骸
を取り除いてもらいました」 （
B
b.2. S. 476 ）と書き、翌四日付で「歯医
者に行って、うまくいき
B
b.2. S. 478 ）と報告している。
胃痛に苦しんでいると聞けば、恋人には確かに心配の種にはなるだ
























と書いていることへの反応である。しかし、二九日 にはけっして深刻な一大事が「隠蔽」されてい わけ はなかった。それ まさに胃痛のことだった。そして、フロイトの七月三一日付の手紙を受け取る前に、マルタは八月一日付の手紙で胃痛 ことを打ち明けているのであ 。ところがフロイトは、マルタの「隠蔽」している がある別のことだと誤解し、激しく反応する。マルタは、七月二九日付けの手紙でフロイト マルタの兄エーリとのあいだに起きた「悶着」 （
E
bd. ）
に言い及んでいる。マルタは婚約間もない頃のことを思い返しているのである。マルタは「悶着」と書くのみで、具体的なことは記しておらず、何が起きたのか 明らかではない。マルタは、二人が別る今はそんな厄介事も起こらないと言って、寂しさを紛らわしているのである。こ 七月二九日 手紙でマルタ 確かに今のや せな 思
− 108 − − 109 − （6）
いや過去のいざこざに触れてはいるが、言い淀んだのは胃痛のことでしかなかった。ところがフロイト 、何か書こうとしながら躊躇するマルタの態度と、その手紙でほのめかされた過去の出来事やマルタの思いとを結びつけ、ひどく興奮する である。七月三一日付けでフロイトはこう述べる。
そして、僕らの心に掛かることがあれば、必ずそれを語り尽くすように ましょう。全部なくなるまで、君と僕の心のあいだで、どんな想い出も 猜疑心もなくなってしまうまで片づけてしまうのです。だから、君が君の考えを隠そうとするたびに 僕は苦い想いに苛まれるのです。 ［中略］だ ら、君 手紙を書いていたとき、何が愛しい君を苦しめていたのか、思うが まに言ってください。 （
B




いう動詞が用いられている。フロイトはここで恋人に、そしてまた自分自身に、のちにヒステリ 患者に求めるのと同じことを求めているのである。と ろ 文通な だから、対話療法におけるよう その場で言葉をやりとりするわけにはいかず、必ず一日か二日の時間差が生じる。そして、二人はほぼ毎日手紙を書いているせいで、ある手紙に返事を出しても、さらにその返事が届く前に相手の書いた手紙を読むということもまま起きる。この場合も七月三一日付け 手紙を発送した後、フロイトはマルタが同じ三一日に書 た手紙を読むことになった。マルタはその手紙の末尾で「マックスも後でハンブルクに来るそ
うです」 （
B




はすでに過去のこと あるからこそ、マルタ 何気なくそう書いたのである。 これはマルタの失敗だった。 それを読んでフロイトは激怒する。八月二日付の冒頭で「少し怒っています」と書いているが、その手紙の筆致からは書き手が「少し」どころではなく、明らかに憤激していることが読み取れる。
僕は少し怒っています。それは君が毎日何をしているのか、受け取った手紙［七月三一日付］からは読み取れないからだし、また、「もうすぐマックスがハンブルクに来ます」という知らせの後に、君と彼のあいだには何のかかわりも生じないという内容の文が欠けているからです。 ［中略］つ でに言えば、この男性は僕ら二人にとっ それほど親しい間柄にはな ので、僕 の手紙では［マックスという親称ではなく］ Ｍ ・ マイアー氏と呼ば るべきなのです。もう今となっては、悪く取られようとも、ぶしつけにこう言うほかありません。つまり 君と僕はどんな曖昧さもなしに一体なのであり、よそ者 の「友情」など断固として遠ざけ おかねばならないのです。 して、皆にこのこ を見せつけてやらねばなりません。 （
B
b.2. S. 91 ）
嫉妬の手紙であることは確かだ。マックスがハンブルクに来るとい
うその一言に刺激されたのだが、その背後にはマルタが何かを「隠蔽」しているというフロイトの思いがあった。この手紙を受け取ったマルタは、八月四日付で返事を出して る。フロイト 憤激に驚き慌てて








b.2. S. 97 ）と
いうことになるだろう。どうも大人として振る舞っているのはマルタのようだ。この年若い女性がそもそもフロイトの激情にくじけないという も驚嘆すべきところである。
七月二九日付の手紙で「隠蔽」されたのが胃痛のことだとフロイト
が知るのは、マルタの八月一日付の手紙 届いた八月三日のことである。フロイト 三日付 手紙で、あんな隠し立てをするような書方をするものだから こんなことになってしまった─自分の興奮状態が引き起こされてしまった─とマルタ 責め、さらにこう書く。
君が「私は具合がよくなくて、胃の調子が悪いのです。今日は休ませてください」と書いてくれれば、 僕は落ち着いていられました。だって、僕の愛し 人 その愛情が消化不良のせいで消え失せたりはしないことぐらいわかって ますからね。でも君は三日間そのことを隠し おくことで、僕が英雄のように振る舞うことを求め、むしろ、奇妙な手紙を書 て、僕を ったく狂わせ、不幸にし、あれやこれや愚か い考えを抱かせたのです。そのせいで 僕は自分のしている もわからず、またしても君を傷つけ しまいました。 （
B
b.2. S. 96 ）
一応フロイトの興奮状態は収まったようだが、フロイトは、マルタ






最初の手紙が 〇月一日付けで、さらに一二月三日、四日付の手紙でそのことを話題にしている。ちょうどその頃、フロイトはマルタに向かって、かなり唐突な、と うよりむしろまるきり突飛な提案をしている（一一月二九日付の手紙） 。アメリカに移住するというのである。手紙の冒頭でフロイトは「君に説明しておきたい計画があります」 「君の同意なしにこれは成り立たない」 （
B




















b.2. S. 479 ）
「最後の二通の手紙」とは、アメリカ行きについては考えさせてほしいという一二月二日付の手紙とその翌日の手紙である。三日付の手紙では、胃が痛み、歯医者にも行かねばならないと報告されて るが、それも含めて当たり障りのないことが書かれているにすぎない そして、まさにそのことがフロイトを きり立たせたのだった。つまり、自分が考え抜いた「プロジェクト」が無視され、ないがしろ されたと思いなしたのである。一二月五日付で次 よ に書く。
僕のプロジェクトに関する君の返事とき どうでしょう。これほど身 毛のよだつほど冷淡で、ほとんど愛情のかけらもない君からの手紙は読んだことがありません。僕と外国に行くことにつ
いて怖がることはもう何もないと君には請け合っているのですし、そのことは僕らのあいだでほぼ了解されているのです。こんなときまず怒らずにいないわけにはいか でしょう─単に何か君のほうに不具合があったとか、あるいは気が急いていたというのなら別ですけど。もしかして、どうで よ ような、らちもな ことでお客にでも行っていたのか 帰ってきたところだったのではないですか。─君は君の言葉によって生き いる男に向か 書いているの すよ。よくこんなことができるものですね。同意しようとせず、何も言わないで拒絶し、半年お預けにし、そして沈黙する。何につ て沈黙して るのか、なぜ沈黙して るのかわからないのです。はっきり えますが、これは君 うる最悪のことでした。 （
B





あなたのプロジェクトについて私の考えを言うのは、会っ 話をするまで待ってほしい─そう頼んだのは、 確 にその通りよ。でも、それは手紙を書くための時間を惜しんで、どうでもいいよそ 人



















b.2. S. 486 ）で
始まる手紙を書き送る。 「四日間も君とお互い考えてい ことをやりとりしないなんてことが きるとは思っていませんでした」 （
E
bd. ）とい




住プロジェクト」にはまともに取り合わず、とりとめのないことに終始する手紙ばかりだった。そのせいで、自分はないがしろにされ、愚弄されたように思っていたという。そして 八日付の手紙でマルタがはっきり自分の意見を述べてくれるこ で、フロイト 彼女を「ふたたび見いだし」 、安堵したのである 賛成、反対が問題な ではない。フロイトが求めてい は、マルタの真摯な言葉だった。フロイトはまさにマルタの「言葉によって生き る男」 （一二月五日付）だったのである。「アメリカ移住プロジェクト」はもちろん放棄された。マルタの八日付の手紙が届く前に、そ 計画についてブロイアーに話した ころ
「我々より我らが女性たちのほうがお利口さんなのはありがたいことだ」 （
B
b.2. S. 487 ）と言われ、フロイトも笑ってそれに同意したのだと
いう。フロイトを傷つけたのは、 婚約者の手紙の 「沈黙」 （一二月五日付）から生じる「氷のような冷たさ」 （
B
b.2. S. 487 ）だった。






























− 104 − − 105 − （10）
ころがそれはうまくいかない。それはイルマが治療に抵抗し、談話療法においてすべてを語ろうとしないからだった。そのせいで、症状は消失しなかった。フロイトは らだっていた。夏休みになり、イルマは避暑地に旅立ち、治療 中断された。そうし とき友人の医師が避暑地でイルマ 出会 そののちフロイトに の様子を伝えた である。友人によると「以前よりはよいが、すっかり元気になったわけではない

 」ということだった。 「イルマの注射の夢」を見たのは、友人か
らその報告を聞いた夜だった。 「窓際に立つイルマ」という部分の分析で、フロイトはイルマの女友達の とを想起する。夢の中で見たイルマと同じ姿で、その女友達が窓際に立っているのを見たことがあのだった。フロイトの判断で 、その女友達にもヒステリー症状 見られた。まさに夢の中のイルマが訴える と同じ「喉が締めつけらる
 」という感覚がその症状だった。しかし、フロイトの治療は受けて





































































































のは、夏の休暇を過ごしていた、ベルヴューと呼ば 別荘におだった。そこには「並はずれ 天井 高 、ホ ル ような部屋がいくつもあった

 」 。そして、 七月二六日生まれのマルタの誕生祝いの「二、






















































b.2. S. 270 ）と書き記す。それは、その後の
フロイト 知る者にとっては瞠目すべき一文である。ただし、これで何を言わんとしているのかは、その前後関係からは明らかにできない。その直前には、同僚のプフンゲン（一八五〇年〜 九一七年）のところで「悲喜劇的なこと」 （
E
bd. ）が起こったのだが、 それについてはもっ
と詳しいことがわかってから、あらためてマルタに書き送ると記されている。何か人間の不条理を想い起こさせるような出来事があったのだろうと推察される。しかし、のちにこの話題をふたたび持ち出すことはなかった。それほど深刻な事件ではなかったのだろ 。マルタもこれについては二四日の手紙で「 『人間の内面』なんておっしゃってるけど、 それは休暇中だけ こと ょう？」 （
B
b.2. S. 277 ） と書いており、
まじめには取り合っ ない。フロイトは休暇でバーデンに出 けようとしていたのである。「人間の内面の最深部を探究してい」ると言明するフロイトをマルタが軽くかわしたのは、この頃のフロイトが医学研究者と て 仕事に没頭しているのを知っていたから マルタに説明するところによる
と、それはこんな仕事だった（八三年一〇月一六日付） 。
それは、 脳の化学処理の方法なのです。わかりますか。だめだよね。つまり、 「周知 ごとく」脳を（たとえばエチルアルコールの中で）固めねばならないのです。そして、そこから薄く切り取って、線維や細胞がどんな位置関係にあるか、線維がどこへつながっているか、そういったことが見えるようにします。 （
B
b.2. S. 342 ）
フロイトは脳の顕微鏡標本作製の新たな方法を開発しようとしてい
たのである。すでにウィーン大学在学中からこうした方面に関心を向け、一八七九年には「神経系の解剖 的標本作製のための 法 するノート」と題された研究ノートを発表している

 。そして、その後も
医学研究の基盤 なる新技術の開発に勤しんで たのだっ 。ブリュッケ教授にその成果であるプレパラートを見せる 教授 「まことにもってこの方法だけで君は有名 なれますよ」 （
B
b.2. S. 370 ）と喜んで
くれたという（八三年一〇月二五日付） 。つね 順調に仕事が かどったわけではなく、ときには思いどおりにいかず、 「息もつけな 」 （
B
b.2. 
S. 436 ）こともあった（八三年一一月一九日付） 。それほどにフロイト
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 『婚約書簡』 の編者注参照 （
B










 金関猛 「ジークムント・フロイト／マルタ・ベルナイス 『婚約書簡』 について （一）
− 101 − （14）


































































> （上） 』 、一三四頁。

 同右、一四九頁。

 同右、一三九頁。
